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村 の よ う す
(45. 8月 1日現在）

世帯数 1,429戸
人口 7,367人

男 3,557人
女 3,810人
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有
史
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
実
施
さ
れ

た
、
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、
調
整
田

の
一

筆
調
査
も
終
り
そ
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
御
承
知
の
ご
と
く
当
村
は
目
標
一
六

九
ト
ソ
に
対
し
、
一
六

0
ト
ン
と
約
九
五

％
の
好
成
績
を
あ
げ
得
ま
し
た
こ
と
は
、

農
家
各
位
の
御
協
力
と
本
事
業
推
進
に
あ

た
ら
れ
た
関
係
各
位
の
御
努
力
の
た
ま
も

の
で
あ
り
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
尚
、
実
施
田
に
つ
い
て
の
補
助
金
は

総
額
一
、
二
九
四
万
円
で
九
月
中
に
は
各

農
協
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

米の生 調整に御協力

ありがとう ごさいました
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昭和45年 9月1日 広 報 た ま か わ 第56号 (2) 

こ
と
し
の
十
月
一
日
に

は
第
十
一
回
目
の
国
勢
調

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

近
年
、
わ
が
国
で
は
、

経
済
の
い
ち
じ
る
し
い
発

展
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
人
口

の
地
域
間
の
移
動
が
は
げ

し
く
、
過
密
、
過
疎
と
い

う
現
象
で
特
徴
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
町
村
の
人

ロ
の
大
き
さ
や
構
成
は
、

非
常
に
変
っ
て
ぎ
て
い
ま

す
。
今
回
の
国
勢
調
査
で

は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
の

変
化
の
状
況
を
詳
細
に
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
集
計

内
容
を
大
幅
に
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
市
区
町
村
内

の
小
地
域
別
に
も
統
計
を

作
成
し
、
ま
た
、
人
口
移

動
に
関
す
る
統
計
や
通

勤
、
通
学
に
関
す
る
統
計

を
充
実
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
経
済
的
な

面
ば
か
り
で
、
社
会
的
側

面
に
も
重
点
を
お
い
た
統

計
、
た
と
え
ば
世
帯
や
住

宅
に
関
す
る
統
計
も
豊
富

に
作
成
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
十
年
に

一
度
の
大
規
模
な
調
査
に

あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
沖

縄
に
お
い
て
も
戦
後
は
じ

め
て
本
土
と
一
体
化
し
て

国
勢
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

史
上
最
大
の
調
査
に
な
り

ま
す
。
村
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
ま
た
は
世
帯
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
事
項
が
調
査

さ
れ
ま
す
。

氏
名
・
世
帯
主
と
の
続

含
柄
・
男
女
別
・
出
生
年

月
日
｀
国
籍
・
配
偶
の
関

係
・
結
婚
年
数
・
子
供
の

数
・
現
住
所
に
入
居
し
た

時
期
・
前
住
地
・
教
育
・

就
業
状
況
・
従
業
上
の
地

位
・
勤
め
先
・
業
種
な
ど

の
名
称
お
よ
び
事
業
の
種

類
・
職
業
地
ま
た
は
通
学

地
•
利
用
交
通
手
段
•
世

帯
の
種
類
・
住
居
の
種
類

・
任
宅
の
居
住
室
数
・
居

住
室
の
畳
数
・
家
計
収
入

の
種
類
等
で
す
。

九
月
二
十
五
日
頃
か
ら

皆
様
の
宅
へ
次
の
調
査
員

の
方
々
が
御
伺
い
致
し
ま

す
の
で
御
協
力
方
御
願
い

致
し
ま
す
。

相
続
税
は
、
相
続
や
遺

贈
（
遺
言
に
よ
り
財
産
を

贈
ら
れ
る
こ
と
）
に
よ
っ

て
財
産
を
取
得
し
た
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。

相
続
税
の
基
礎
控
除
額

は
、
四
百
万
円
と
、
八
十

万
円
に
相
続
人
の
数
を
掛

け
た
金
額
の
合
計
で
、
被

相
続
人
（
死
亡
し
た
人
）

の
遺
産
の
総
額
が
、
こ
の

基
礎
控
除
額
を
こ
え
る
と

き
は
、
死
亡
し
た
日
の
翌

日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
被
相
続
人
と
の

婚
姻
期
間
が
十
五
年
を
こ

え
る
配
偶
者
は
配
偶
者
控

除
が
、
相
続
人
が
未
成
年

者
の
場
合
は
未
成
年
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

相
続
税
の
計
算
の
し
か
た
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光
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三
安

治

10
月
1
日

第

11
回
の

国
勢
調
査
を
実
施

川矢 矢坂大

聖卜

三メ

九
月
十
五
日
は
「
敬
老

の
日
」
国
民
の
祝
日
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
み
ん
な

で
高
令
者
を
敬
愛
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

わ
が
村
に
お
け
る
八
月

一
日
現
在
、
八
十
才
以
上

（
明
治
二
十
三
年
九
月
十

五
日
以
前
出
生
）
の
方
々

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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昇
目
標
突
破

l

＿
一
三
パ
ー
セ
ン
ト

去
る
五
月
一
日
よ
り
日

本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

が
開
始
さ
れ
、
社
員
増
強

運
動
と
併
せ
て
社
費
目
標

額
の
達
成
の
た
め
各
部
落

の
区
長
さ
ん
に
募
金
を
依

頼
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

理
解
あ
る
各
位
の
御
協
力

に
よ
り
目
標
額
―
二

0
、

0
0
0円
に
対
し
、
一
五

九
、
六
八
八
円
で
目
標
額

に
対
し
―
二
三
パ
ー
セ
ソ

ト
の
成
績
を
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

'細
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
に
対
し
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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八
七

印
紙
税
は
、
不
動
産
売

買
契
約
書
、
金
銭
借
月
証

書
、
領
収
書
、
委
任
状
、

家
賃
通
帳
な
ど
の
文
書
に

か
か
る
税
金
で
、
印
紙
税

の
か
か
る
文
書
と
印
紙
の

金
額
は
「
印
紙
税
法
」
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
印
紙

税
の
か
か
る
文
書
は
多
く

の
種
類
が
あ
り
、
同
じ
種

類
の
文
書
で
も
記
載
金
額

に
よ
っ
て
、
印
紙
税
が
違

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
印

紙
を
は
る
必
要
が
あ
る
か

ま
た
、
い
く
ら
の
印
紙
を

は
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、
税
務
署
の
間

税
課
に
遠
慮
な
く
問
い
合

わ
せ
正
し
い
印
紙
を
は
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
が
い
や
す
い
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悶:—台風の知識―-

［麿暴風閏とは。ク
〖羹I 
の 台と近台い発相 は 南 入 I
を で 気し風ま生つ台のっズ台
発台象まがすしい風海てソ風
表風庁す接° ててがに‘にシ

近
時
の
労
働
力
の
減
少

に
対
応
し
て
＼
初
め
て
こ

こ
ろ
み
ま
し
た
空
中
防
除

に
つ
い
て
は
農
家
各
位
の

御
協
力
に
よ
り
、
目
標
の

三

0
0ha
の
防
除
を
完
了

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
三
日
間
に
お
け
る

区
は
じ
め
、
農
業
改
良
推

進
員
会
、
そ
の
他
関
係
機

関
の
方
達
の
日
夜
を
わ
か

た
ぬ
協
力
に
対
し
ま
し
て

衷
心
よ
り
慰
謝
申
し
上
げ

ま
す
。近

年
の
農
作
物
に
対
す

る
病
菌
の
発
生
繁
殖
は
日

毎
に
激
し
さ
を
き
わ
め
て

ま
い
り
、
今
や
生
産
に
最

大
の
支
障
を
来
た
し
て
お

り
之
が
防
除
な
く
し
て
、

良
質
米
の
生
産
は
お
ぽ
つ

か
な
い
現
状
と
な
り
ま
し

こ
。f
 今

年
は
最
終
の
穂
い
も

ち
病
の
み
を
対
象
と
し
ま

し
た
が
、
二
回
散
布
す
る

な
ら
ば
尚
一
層
の
効
果
が

あ
が
る
も
の
と
期
待
出
来

ま
す
。
各
位
の
継
続
実
施

に
つ
い
て
の
絶
大
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
概
算
経
費
で
す
が
、

-
O
a
当
り
自
己
負
担
金

は
三
一

0
円
程
度
と
な
る

し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
よ

く
使
わ
れ
る
言
葉
に
、
暴

風
圏
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
暴
風
圏
は
ふ
つ
う
風

速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
を
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
と
き
に
は
二

十
メ
ー
ト
ル
と
か
十
五
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
を
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

風
に
よ
る
被
害
は
十
五

メ
ー
ト
ル
を
越
し
、
二
十

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
急

全
国
の
青
少
年
か
ら

作
文
論
文
を
募
集

村
内
初
の
空
中
（
ヘ
リ
）

防
除
実
施
終
る

よ
う
で
す
。
徴
収
に
つ
い

て
は
各
部
落
座
談
会
で
説

明
し
ま
し
た
と
お
り
米
代

金
を
充
当
、
十
一
月
二
十

五
日
納
期
限
と
な
り
、

農

協
預
金
口
座
よ
り
区
長
代

理
委
任
受
領
と
な
り
、
預

金
口
座
の
な
い
農
家
に
つ

い
て
は
部
落
農
業
改
良
推

進
委
員
が
徴
収
に
あ
た
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

青
少
年
育
成
国
民
会
議

で
は
青
少
年
が
す
す
ん
で

「
次
代
を
築
き
、
担
う
者

と
し
て
の
役
割
」
を
考
え

そ
れ
に
つ
い
て
積
極
的
な

提
言
を
行
な
う
機
会
と
す

る
よ
う
毎
年
、
全
国
の
青

少
年
か
ら
作
文
、
論
文
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

I
e
9
.
|
 

今
年
度
は
、
青
少
年
の

人
格
形
成
に
グ
ル
ー
プ
活

動
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
点
を
重
視
し
、
青
少
年

の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
連

し
た
作
文
、
諭
文
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

、0しに
ふ
え
は
じ
め
ま
す
。
海

上
は
障
害
物
が
な
い
の
で

風
が
強
い
わ
け
で
す
が
陸

上
に
く
る
と
二
十
五
メ
ー

ト
ル
の
風
も
二
十
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
に
お
ち
る
の
が

ふ
つ
う
で
す
。

つ
ま
り
二
十
五
メ

1
ト

ル
の
暴
風
圏
に
、
目
を
つ

け
て
い
れ
ば
被
害
が
起
こ

る
範
囲
も
お
の
ず
か
ら
見

当
が
つ
く
と
い
う
わ
け
で

す
。

＿日へ以▽ 年未▽
作現昭上論八満作――”
文在和満文月の文応
． ツ四二の一者の募
論 十七部日＾ 部
文 五オ現昭

．の

の 年未満在和満
-資

主 八満ー一四ー格
題 月の六十 六-

, _  —者オ 五オ

て

書

い

い

。

▽
論
文
の
部
「
グ
ル
ー
ブ

活
動
の
意
義
」
成
長
期
に

あ
る
青
少
年
が
、
お
た
が

い
に
磨
き
合
い
、
悩
み
を

語
り
合
い
、
あ
る
い
は
、

増
大
す
る
余
暇
を
有
意
義

に
過
す
場
と
し
て
、
青
少

年
の
グ
ル
ー
プ
活
動
が
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と

が
、
の
ぞ
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ

活
動
の
必
要
性
、
意
義
、

グ
ル

ー
プ
活
動
に
の
ぞ
み

た
い
こ
と
、
青
少
年
の
グ

ル
ー
プ
活
動
を
促
進
す
る

方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
で

き
る
だ
け
あ
な
た
の
経
験

や
、
日
ご
ろ
考
え
努
力
し

て
い
る
こ
と
も
い
れ
な
が

ら
具
体
的
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。

li＿
 

一
①
応
募
は
一
名
一
点
に
限

り
ま
す
。

②
作
品
は
作
文
の
部
、
論

〉
¥
]

文
の
甑
と
も
四

0
0牛

詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内

と
し
ま
す
。
（
注
・
作

文
は
五
枚
程
度
で
も
よ

い）

③
作
品
は
た
て
書
き
と
し

で
き
る
だ
け
万
年
筆
、

ベ
ソ
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

④
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
性
別
、
生
年
月
日

職
業
お
よ
び
勤
務
先
、

（
在
学
中
の
者
は
学
校

名
と
学
年
）
を
作
品
の

い
て
く
だ
さ

、o
＞ヽ

⑤
本
人
の
作
品
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑥
作
品
、
添
付
資
料
等
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
作
品
送
付
先
東
京
都

渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三

ノ
一
社
団
法
人
、
青
少

年
育
成
国
民
会
議
〒
一

五
一▽

締
切
期
日
昭
和
四
十

五
年
十
一
月
三
十
日
（
当

日
消
印
有
効
）

＿
入
賞
決
定
と
発
表
一

①
入
賞
作
品
は
審
査
委
員

会
で
決
定
し
ま
す
。

②
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、

本
人
に
通
知
す
る
と
と

も
に
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
十
五
日
に
発
表
い

た
し
ま
す
。

ロ□

日―

入
賞
者
に
は
次
の
賞
を

贈
り
ま
す
。
ま
た
、
優
秀

賞
以
上
の
入
賞
者
に
つ
い

て
は
昭
和
四
十
六
年
三
月

東
京
に
お
い
て
表
彰
式
を

開
催
し
、
こ
れ
に
招
待
い

た
し
ま
す
。

-ii-
最
優
秀
賞
、
内
閣
絵
理

大
臣
賞
お
よ
び
副
賞
（
記

念
品
）
一
名

準
最
優
秀
賞
、
総
理
府

総
務
長
官
賞
お
よ
び
副
賞

（
記
念
品
）

二
名

優
秀
賞
、
青
少
年
育
成

国
民
会
議
会
長
賞
お
よ
び

副
賞
（
記
念
品
）
二
十
名

程
度奨

励
賞
、
優
秀
賞
に
同

二
工
場
進
出
き
ま
る

地
元
民
の
強
い
要
望
に

よ
り
、
県
開
発
課
の
協
力

で
、
株
式
会
社
中
根
製
作

所
（
本
社
栃
木
県
栃
木
市

大
宮
町
二
、
五

0
0番
地

社
長
中
根
豊
吉
、
資
本
金

八、

0
0
0万
円
）
が
南

須
釜
字
石
川
坂
地
内
に
用

地
二
四
、
0
0
0
"
'
~を
取

得
し
整
地
作
業
も
終
え
て

本
月
八
日
に
建
築
に
着
工

し
た
。
十
月
中
に
建
築
が

終

っ
て
十
一
月
一
日
操
業

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

又
、
東
京
精
工
株
式
会

社
（
親
会
社
東
京
部
品
工

業
株
式
会
社
、
本
社
神
奈

川
県
大
和
市
つ
き
み
野
一

の
六
の
一
、
社
長
島
田
禾

郎
、
資
本
金
三
億
円
）
が

川
辺
字
宮
ノ
前
地
内
に
用

地
二

0
、
0
0
0
形
を
取

じ

冒＿
最
優
秀
賞
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
お
よ
び
副
賞
（
五

万
円
）
一
名

準
最
優
秀
賞
、
総
理
府

総
務
長
官
賞
お
よ
び
副
賞

（
三
万
円
）
二
名

優
秀
賞
、
青
少
年
育
成

国
民
会
議
会
長
賞
お
よ
び

副
賞
（
一
万
円
）
二
十
名

程
度奨

励
賞
、
青
少
年
育
成

国
民
会
議
会
長
賞
お
よ
び

副
賞
（
記
念
品
）
二
十
名

程
度

得
し
整
地
作
業
も
終
り
九

月
に
着
工
し
、
四
十
六
年

四
月
一
日
操
業
開
始
の
予

定
で
あ
る
。

何
れ
の
会
社
も
自
動
車

部
品
の
メ
ー
カ
ー
で
、
当

初
一

0
0名
づ
つ
の
従
業

員
で
操
業
を
開
始
す
る
た

め
、
現
在
従
業
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

山
小
屋
字
曲
久
保
地
内

に
四

0
七、

000"'¥;:
の

用
地
を
取
得
し
て
養
豚
団

地
を
計
画
し
て
い
る
霞
ヶ

浦
畜
産
株
式
会
社
も
本
年

十
月
に
着
工
す
る
予
定
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
な
工
場
進

出
に
よ
り
既
存
工
場
と
あ

わ
せ
て
本
村
も
、
今
後
農

エ
一
体
と
な
っ
た
村
づ
く

り
の
体
制
が
出
来
た
。
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北
陸
の
旅

「
暴
力
な
く
し
て

明
る
い
村
に
」

暴

力

は

許

さ

れ

ま

せ

ん
。
被
害
の
大
小
に
か
か

わ
ら
す
近
く
の
連
絡
所
、

ま
た
は
警
察
官
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

「
よ
く
選
べ
本
と

遊
び
と
お
友
だ
ち
」

少
年
に
酒
や
、
タ
バ
コ

を
与
え
な
い
よ
う
、
売
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
、
飲
む
の
を
見
た
ら
そ

の
場
で
注
意
し
、
ま
た
夜

ぁ
そ
び
は
非
行
の
も
と
で

す
か
ら
や
め
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

「
気
を
つ
け
よ
甘
い

こ
と
ば
と
暗
い
道
」

女
性
の
大
胆
な
サ
マ
ー

ス
タ
イ
ル
、
夜
道
の
一
人

歩
き
は
危
け
ん
で
す
。
ま

た
知
ら
な
い
人
か
ら
「
車

で
送
る
」
な
ど
の
誘
い
に

は
乗
ら
な
い
よ
う
痴
か
ん

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

、。し「
鍵
の
あ
る
生
活
は

あ
な
た
を
守
り
ま
す
」

，
鍵
の
な
い
家
庭
は
狙
わ

れ
ま
す
か
ら
、
外
出
、
お

や
す
み
前
に
は
、
戸
ぢ
ま

り
を
厳
重
に
し
て
く
だ
さ

、oヽ「
危
け
ん
な
水
あ
そ
び
」

玉
川
村
の
各
小
中
学
校

の
児
童
は
水
泳
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
泳
を
見

た
と
き
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

「
交
通
事
故
防
止
」

酒
の
み
運
転
は
最
も
危

け
ん
で
す
、
家
庭
の
主
婦

の
方
、
車
で
来
た
人
に
は

絶
対
酒
を
す
す
め
な
い
で

く
だ
さ
い
、
ご
主
人
も
反

対
は
し
ま
せ
ん
。

（
駐
在
所
よ
り
）

犯

罪

の

な

い

明

る

い

村

を
き
ず
き
ま
し
よ
う

修
の
た
の
み
か
た
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テ
レ
ビ
は
、
や
何
枚
も
重
な
っ
た
絵
に

障ーー
｀
 

Ill

ち
ょ
っ
と
し
た
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

支言
Ill

の

三

旦

直

か

、

な

ど

、

こ

ん

な

と

こ

＂
口
：
口
為
且
冒
〗

障

も

人

の

病

気

部

落

出

生

児

氏

名

9

世

帯

主

名

続

柄

テ一
と

同

じ

よ

う

に

、

そ

の

状

川

辺

坂

本

杉

子

美

代

孫

況

を

知

る

こ

と

が

修

理

の

小

高

溝

井

し

の

ぶ

正

八

ク

第

一

歩

。

た

だ

「

こ

わ

れ

ク

柳

沼

保

孝

保

二

た

か

ら

来

て

」

で

は

「

病

岩

法

寺

老

沼

シ

ズ

工

和

義

長

竜

崎

鈴

木

真

理

子

弘

次

孫

南

須

釜

大

野

多

司

忠

男

三

気
だ
か
ら
」
と
往
診
を
頼

ク

草

野

友

子

丑

次

郎

孫

む
の
と
同
じ
で
す
。
テ
レ

ビ

屋

さ

ん

も

ど

ん

な

部

品

七

月

分

の

出

生

届

か

ら

を

準

備

す

れ

ば

よ

い

か

判

川

辺

矢

部

義

則

，
巌

断
に
ま
よ
う
こ
と
で
し
ょ
ク

｀

坂

本

百

合

恵

治

う

。

こ

れ

で

は

修

理

が

長

中

小

針

博

武

び

い

て

も

し

か

た

の

な

い

岩

法

寺

須

釜

光

夫

仙

0

ク
．

草

野

春

美

重

こ
と

竜

崎

佐

藤

恵

子

喜

三

沢

．

博

勝

テ
レ
ビ
が
見
え
な
い
と
い

クク

小

林

博

子

元

っ
て
も
、
原
因
に
よ
っ
て

南

須

釜

西

片

恵

美

い
ろ
い
ろ
な
症
状
を
見
せ

ま

す

。

音

は

出

て

い

る

が

ク

大

野

ル

リ

子

ブ

ラ

ウ

ソ

管

は

白

く

光

っ

ク

大

野

博

良

て
い
る
の
か
、
斜
の
し
ま
ク

関

川

明

美

嘉千好

乎秋之夫一雄正治次 平

女

孫
の
長
男
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女男

七
・
八
月

8
.
7
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8
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゜
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石
川
地
方
町
村
野
球
大
会

役
場
チ
ー
ム
準
優
勝
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-
i

叩

ぐろ
に
ち
ょ
っ
と
目
を
向
け

船
旅

1

根
植
〗
泉

～
1
て
連
絡
す
る
と
修
理
も
早

'
民げ

＂`

血
く
気
持
ち
ょ
く
や
っ
て
も

一

黒

南

風

の

濤

の

荒

き

に

海

豚

見

ゆ

一

ら

え

る

で

し

ょ

う

。

一

船

旅

や

余

生

に

夢

も

つ

汐

涼

し

一

故

障

の

起

っ

た

と

き

、

〗
茫
茫
と
夏
海
渡
る
魚
群
に
遇
ふ
〗
つ
ま
み
を
動
か
し
て
み
る

〗
の
も
、
だ
れ
に
で
も
で
き

血

梅

雨

昏

る

る

六

甲

山

の

数

多

の

灯

111

る
診
断
方
法
で
す
。
ど
の

叩

山

ぽ

う

し

石

山

の

日

を

曇

ら

し

む

叩
チ
ャ
ソ
ネ
ル
で
も
同
じ
よ

[

残

常

の

ひ

た

す

ら

初

夏

の

お

ば

ろ

月

111叩
う
な
故
障
症
状
に
な
る
の

血

み

だ

さ

れ

し

若

箭

匂

ひ

り

満

天

星

皿
か
、
つ
ま
み
を
ま
わ
す
と

i

老

医

師

の

薔

蔽

の

手

入

や

休

診

日

．血皿
な
お
る
瞬
間
が
あ
る
か
ど

"
-
1
-
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＝
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＝
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＝
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＝
＝
-
＝
=
＝
=
＝
u
-
＝
-
m
-
ー
-
＝
-
m
m
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•

う
か
に
注
意
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
結
果
は
、
必
す

修
理
す
る
人
に
伝
え
ま
し

。

ょ
うだ

ま
っ
て
い
る
と
動
い

た
つ
ま
み
に
気
づ
か
ず
、

ヽ
え・

修
理
に
時
間
が
力
か
っ
て

あ
ぶ
は
ち
と
ら
ず
に
な
っ

て
も
つ
ま
り
ま
せ
ん
。

故
障
が
起
っ
た
時
の
状

態
も
重
要
な
情
報
で
す
。

急
に
起
っ
た
の
か
、
だ
ん

だ
ん
悪
く
な
っ
た
の
か
を

知
ら
せ
る
だ
け
で
も
修
理

に
役
だ
つ
の
で
す
。
と
く

に
火
や
煙
、
匂
い
の
で
た

と
き
は
忘
れ
ず
に
。
こ
れ

を
お
こ
た
る
と
、
故
障
を

さ
ら
に
大
き
く
し
て
高
い

修
理
代
を
取
ら
れ
、
不
愉

快
を
助
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
テ
レ
ビ
の
故

障
は
小
さ
い
う
ち
に
修
理

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

郡
山
「
N
H
K
だ
よ
り
」

よ
り
。

石
川
地
方
役
場
職
員
野

球
大
会
が
八
月
二
二
日
石

川
町
で
開
か
れ
、
我
村
役

場
チ
ー
ム
は
第
一
回
戦
浅

先
月
の
日
誌
よ
り

場

水
郡
線
合
理
化

対
策
区
長
会

決
算
監
査

人
権
相
談
所
開

設若
い
農
業
者
の

集
い

農
村
婦
人
諧
座

経
済
土
木
委
員

会

8
.
1
2ー

13

稲
熱
病
ヘ

リ
防
除

川
町
役
場
チ
ー
ム
を

3
A

対

2
、
第
二
回
戦
古
殿
町

役
場
を

2

A
対

0
で
敗
り

決
勝
へ
進
出
し
、
石
川
町

役
場
と
対
戦
、
善
戦
む
な

し
く
敗
れ
た
。水

郡

線

合

理

化

天

高

く

地

上

に

対

策

説

明

会

は

実

り

の

喜

び

が

8
.
2
2

農

業

委

員

会

み

ち

、

健

康

と

ス

9
.
2
5

成

人

病

検

診

ボ

ー

ツ

と

勉

強

の

8
.
2
7

月

例

監

査

季

節

で

も

あ

り

ま

敬

育

委

員

会

す

。

又

、

反

面

台

公

民

館

風

シ

ー

ズ

ソ

で

あ

7
.
6

青

年

学

級

り

ま

す

の

で

被

害

の

防

止

7
・

認

教

育

委

員

会

に

つ

い

て

は

、

充

分

に

心

7
.
1
5

青
年
学
級
、
教
が
け
て
く
だ
さ
い
。

•. 
n=＝_-＝＝＝==-＝===m-mmm=＝＝＝ 
1111111111111ー-＝＝＝＝＝＝＝
11111 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-mm--＝＝＝-＝＝＝＝＝==＝＝＝＝ 
1111111111111111 ＝＝＝＝-＝＝-m-＿`; 

一
あ
の
世
行
き
酒
が
運
転
す
る
車
[

ー

,．＿＿＿-＝―-l-＝一nuim-＝＝u-=ul=＝＝==―――-＝＝＝＝=＝==＝＝-＿-=＝＝＝=-＝＝＝-―――――――_.‘

山北南竜中ク小川
小須須
屋釜釜崎
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須 小須 一‘‘
高辺 釜屋釜高辺落 し

貰 逝
我小瀬鈴高車車矢分佐石関石国野 $: 

の根井死 お
妻針谷木林田田吹死藤森 井 崎亡

亡 トタ者 悔
ササ房イ浅芳文桝甕ミセラカキ重誓 会 み

ダク寿卜美雄弥ーらッツノネ子助
分
月申

勇義主直キ主
世のし
帯 ．死
主 ＇ 亡 上
名届げ

書
祖七幸

男謡ら
廷か ま

母女夏柄 ツーニ

育
委
員
会

村
内
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

村
民
登
山
会

青
年
学
級

体
育
指
導
員
会

青
年
学
級

村
民
野
球
大
会

末
蔵
の
父

利
男
の
父

初
雄
の
父

キ
ョ
ミ
の
夫

作
蔵
の
母

誠

の

父

婁母 母妻
（
五
月
分
）

吉ヨ




